
皆様 あけましておめでとうございます。医療安全管理室のT山とI田です。
新年ですのでおせち料理を振る舞いつつ、聖隷ふじ太郎君をご招待し、
今年の抱負をきいてもらいました。
私たちふたりに圧倒されて、終始緊張気味の訪問のようでした。

（I田）2025年は干支でいうと「乙巳（きのと・み）」の年です。
十二支や十干はそれぞれ独自の意味を持っているそうです。
「乙」は困難があってもしなやかに伸び、紆余曲折（うようきょくせつ）しな
がらも進むこと、草木を表すと言われています。
「巳」は蛇のイメージから「再生と変化」を表すそうです。
この組み合わせである2025年「乙巳（きのと・み） 」は、
「困難があっても努力して再生と変化しながら、物事を安定させていく」
という意味合いを持つ年になりそうですね。
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色がついてる文字を読んでね。
何が書いてあるかな～～。～。



（T山）私たちの役割は、当院を利用するすべての方々に安心と安全な医療
サービスを提供するための活動をしています。
例えば、医療事故や医療過誤を防ぎ、訴訟などの人的トラブルを起こさない
ための対策・・・・・固いですよね。わかりやすく説明すると、
利用する方々も医療を提供する当院の職員もだれも同じ人間です。
まちがいや失敗はどうしても起こります。その間違いをすこしでも最小限に
するために医療安全管理室はあります。
毎日、院内ラウンドを行い、外来に来院している方々や入院中の患者さんが
困っていることがないか等々と、多面的に確認しています。同時に現場で患
者さんと接する職員が元気に対応（たいおう）しているかも確認しています。
こうしたことをコツコツと日々積み重ねていくことで、利用してくださる方々
への安心と安全の医療サービスにつながることを目指しています。
気持ちも新たに「乙巳（きのと・み） 」 の年を精進したいと思います。

「困難があっても努力を重ねる」「物事を安定さ
せる」ことは医療安全管理室が目指していること
そのものだと思いました。応援したいですね。

急に呼び出された
からびっくりしたよ。
おせちは美味し
かったなぁ・・・。

毎日院内ラウンドしています

答え：聖隷富士は今年も頑張る・いつも富士病院を利用してくれてありがとう


